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相馬におけるレンゲ施用水 田での水稲生育・収量の特徴と土壌窒素供給量の増加
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1 はじめに

環境保全型農業が推進される中、緑肥作物であるレン

ゲを利用した水稲栽培 (水田裏作にレングを導入し、春

期に鋤込む)が注目されている。しかし、本栽培法では

鋤込み時のレンゲ生育量や鋤込み後の気象経過がその肥

料的効果に影響するため、年次変動、さらに地域変動が

大きい。

福島県農業試験場相馬支場 (福島県相馬市)で実施し

ている地力推移試験にはレング施用区 (1998～ 20“ 年

まで連年施用)があり、今回、そのレング裏作導入回場

での水稲生育、及び収量の特徴と連年施用による地力窒

素の変化について報告する。

2試験方法

〈1)試験年次 :1998～ 21X14年

(21試験場所 :福島農試相馬支場試験固 (細粒質普通灰

色低地土・粘質)

(3)供試品種 :ひとめばれ

14)主な耕種概要 :5/10移植、30cm× 14cm(238株 /m2

)、 稚苗、手植え4本植え

15)試験区の構成

区 名  施 肥 法 な ど

対 照 区  二要素(N06kg/8、 P.05、 K20各 10k3/al

稲 わら区  三要素+稲わら6018/a

レング区  レング全量鋤込み+P206、 K20各 1 0kg/a

無窒素区  P205、 K20各 101g/a

“

)各試験年次のレング播種、鋤込みに関するデータ

(8)室内湛水培養による土壊からの窒素無機化量

供試風乾土壊 22gを培養瓶 (内径 23mm、 高さ lomm
のガラス瓶)に詰め、蒸留水で湛水条件とした後密栓し

た。その後、30℃ に設定した恒温器に入れ、4週間培養。

15%KCLで抽出し、蒸留法により無機態窒素を定量。

3試験結果及び考察

(1)レ ング施用区における水稲の窒素吸収量

対照区、レンゲ区、無窒素区の成熟期における水稲の

窒素吸収量と、差し引き法によりもとめた対照区、レン

ゲ区の区処理により増加した窒素吸収量を表 1に示し

た。

対照区は窒素 o6kg/aの 施肥により、無窒素区に比べ

02～ 0.3kg/a程 度の窒素吸収量の増加がみられた。一方、

レンゲ区は、年次変動も大きいが、各年、0.6kg/a前 後

の増加がみられ、概して対照区の約 2倍の窒素吸収量と

なった。

〈2)レ ング施用区における水稲生育・収量の特徴

レング区の成熟期の総重は、対照区と同等以上であり、

やや上回る年次もみられた。しかし、収量は、窒素吸収

量が多く、窒素過多となるため、倒伏の増大、登熟歩合

の低下がみられ、対照区に比べ多収となる年次もみられ

たが、概して、低収であった。また、外観品質の低下も

みられた く表 2)。

生育期間中の気温と水稲生育量、及び収量との関連を

みるため、各調査年次の移植基準日 〈5月 10日 )から

7月 30日 までの積算気温に対する成熱期のレンゲ区に

おける水稲全重と収量 (各年次の対象区比)の関係を示

した (図 1)。 全重は、気温との関連性はみられないが、

収量は、低温年次で対照区より高く、高温年次には低く

なる傾向が見られた。これは、レンゲ区では高温年次で

窒素供給が過多となりやすく、その結果、倒伏などによ

り低収となりやすいと考えられた。

(3)レ ンゲ施用固場における土壌二価鉄含量、及び土壌

NH4‐N含量の推移

二価鉄含量は、対照区では緩やかな増加を見せるのに

対し、レンゲ区では稲わら施用区と同程度の急激な増カロ
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(7)土壊二価鉄含量、及び土壌 NH4‐N含量

2004年 に移植直後から7月 上旬まで lo日 おきに作土土

壌の二価鉄含量、土壌 NH4‐N含量を測定。
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表1 各試験年次の成熟期での N吸収量と区処理により

増加した窒素量 (1998～ 211114年 )
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表2 対照区、レング区における水稲生育・収量の比較

(1998～ 2004年 )

図2 土壌 Fざ生成量の推移 (mИ 年)

表3 跡地作土土壌における室内湛水培養による無機イヒ

窒素量 (2004年 )

品kP/12盟筆⊇

1999  095    1 38    075
2000  1 00    1 18    083
2001  105    1 39    073
2002  091    103    060
2003  088    124    054
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1998 137  133   97  52  55  106  88 1 77 1  205  150   5    5
1999 165  165  100  01  50   81   852 535    0  300   3    9
2000 150  156  104  68  66   97   906 503  110  290   3    6
2001  160  158   99  50  30   53   81 7 378   50  300   2    5
2002 148  145   98  58  63   92   795 687    0   40   1    2
2003 145  160  110   39  53  135   68 1 723    0  140   1    4
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表4 稲わら区を基準とした土壌窒素供給増加量の施llE

量の換算 (2004年 )

M土警輻苦ξ習票督努瑾[翫き
けるblE曇繁*2:10段 階 (1～,1等■～下 4～ 6:2等 上～下、7～9,等 上～下 10:規格外)

レング区

-019
016

独算気温 5/10～ 7′30の 日平均気温の教算
図中樅線は平年値(1626℃ )

レング区マーカー横の数字は試験年次

図1 レング区稲体全重及び収量 (対照区比)と積算気

温の関係 (1998～ 2004年 )

がみられ、レング鋤込みにより土壌の還元が促進される

と考えられた。(図 2)レ ング区の NH`‐N含量は、移植

時は対象区に比べ低いがその後増加し5月末には逆転す

る。そのビークは 6月 211日頃で、稲わら施用区でのビ

ークに比べ 10日程度遅かつた。(データ省略)

レング区その無機態窒素の発現は、鋤込みレングの分

解、無機化によるものだけでなく、土壊還元化を助長す

ることによる土壌窒素の無機イヒ量が増大する影響も大き

いと推察された。

(4)土壊窒素供給量の増加と窒素施肥量への換算

2004年秋に各試験区の作土土壊を採取し、室内湛水

培養による土壊からの窒素無機化量を測定した。レング

区は対照区に比べ 50%、 稲わら区に比べ 20%程度多く、7

年間のレング裏作導入の結果、土壌窒素供給量の増加が

みられた (表 3)。 この結果を用い、土壊窒素供給量の

*:10a、 作土深15cmの乾土土壌量を150tと して計算

増加量を施肥量に換算したところ、0 16kg/a程度の窒素

量に相当すると試算された (表 4)。

4まとめ

福島県相馬市におけるレングの裏作導入・鋤込みによ

る水稲栽培では、化学肥料区を上回る窒素供給が見られ、

化学肥料代替技術として十分期待することができる。ま

た、この試験圃では、7年間のレング連年施用により、

施肥窒素量に換算して 0 16kg/aほ どの土壌窒素供給量の

増加も見られた。

しかし、今回実施したレング栽培法 (播種量、播種日、

播陸法、鋤込み日)では、レング生育量が過剰で、レン

グ由来の窒素量、及び、土壌還元助長による地力窒素の

増加により、水稲生育は、窒素供給過多となることが多

く、その結果 倒伏が増大し、収量低下、品質低下とな

る年次が多く見られた。水稲の生産安定と高品質化を実

現するためには、レングの生育量の制御や鋤込み適期、

または、定植後の水管理などの窒素供給量を制御する技

術が必要であると考えられた。
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